
別表（第４関係）

災 害 の 区 分 世帯類型 被災人員数 見舞金の支給額

全焼，全壊，

又は流失

準 世 帯 － １人当り２万円

そ の 他
１人 ３万円

２～４人 ５万円

５人以上 ７万円

半焼，大規模

半壊，中規模

半壊，半壊，

床上浸水又は

消火冠水

準 世 帯 － １人当り１万円

そ の 他
１人 １万円

２～４人 ３万円

５人以上 ５万円

備考：準世帯とは，寄宿舎，寮，下宿，入所施設等に居住している者の世帯で一般の独立世帯と同一

に取り扱うことが不適当なものとする。
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使用にあたっての留意事項

（1）気象庁が発表している震度は、原則として地表や低層建物の一階に設置した震度

計による観測値です。この資料は、ある震度が観測された場合、その周辺で実際

にどのような現象や被害が発生するかを示すもので、それぞれの震度に記述され

る現象から震度が決定されるものではありません。

（2）地震動は、地盤や地形に大きく影響されます。震度は震度計が置かれている地点

での観測値であり、同じ市町村であっても場所によって震度が異なることがありま

す。また、中高層建物の上層階では一般に地表より揺れが強くなるなど、同じ建物

の中でも、階や場所によって揺れの強さが異なります。

（3）震度が同じであっても、地震動の振幅（揺れの大きさ）、周期（揺れが繰り返す

時の 1 回あたりの時間の長さ）及び継続時間などの違いや、対象となる建物や構

造物の状態、地盤の状況により被害は異なります。

（4）この資料では、ある震度が観測された際に発生する被害の中で、比較的多く見ら

れるものを記述しており、これより大きな被害が発生したり、逆に小さな被害に

とどまる場合もあります。また、それぞれの震度階級で示されている全ての現象

が発生するわけではありません。

（5）この資料は、主に近年発生した被害地震の事例から作成したものです。今後、5
年程度で定期的に内容を点検し、新たな事例が得られたり、建物・構造物の耐震

性の向上等によって実状と合わなくなった場合には変更します。

（6）この資料では、被害などの量を概数で表せない場合に、一応の目安として、次の

副詞・形容詞を用いています。

用語 意味

まれに

わずか

大半

ほとんど

極めて少ない。めったにない。

数量・程度が非常に少ない。ほんの少し。

半分以上。ほとんどよりは少ない。

全部ではないが、全部に近い。

が（も）ある、

が（も）いる

当該震度階級に特徴的に現れ始めることを表し、量的には多く

はないがその数量・程度の概数を表現できかねる場合に使用。

多くなる 量的に表現できかねるが、下位の階級より多くなることを表す。

さらに多くなる
上記の「多くなる」と同じ意味。下位の階級で上記の「多くな

る」が使われている場合に使用。 

※ 気象庁では、アンケート調査などにより得られた震度を公表することがあります

が、これらは「震度○相当」と表現して、震度計の観測から得られる震度と区別し

ています。

気気象象庁庁震震度度階階級級関関連連解解説説表表
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●人の体感・行動、屋内の状況、屋外の状況 

震度 

階級 
人の体感・行動 屋内の状況 屋外の状況 

０ 
人は揺れを感じないが、地震計には記録

される。
－ －

１ 
屋内で静かにしている人の中には、揺れ

をわずかに感じる人がいる。
－ －

２ 

屋内で静かにしている人の大半が、揺れ

を感じる。眠っている人の中には、目を覚

ます人もいる｡

電灯などのつり下げ物が、わずかに揺れ

る。
－

３ 

屋内にいる人のほとんどが、揺れを感じ

る。歩いている人の中には、揺れを感じる

人もいる。眠っている人の大半が、目を覚

ます。

棚にある食器類が音を立てることがある。 電線が少し揺れる。

４ 

ほとんどの人が驚く。歩いている人のほと

んどが、揺れを感じる。眠っている人のほ

とんどが、目を覚ます。

電灯などのつり下げ物は大きく揺れ､棚に

ある食器類は音を立てる。座りの悪い置

物が、倒れることがある。

電線が大きく揺れる。自動車を運転してい

て、揺れに気付く人がいる。

５弱 
大半の人が、恐怖を覚え、物につかまり

たいと感じる。

電灯などのつり下げ物は激しく揺れ､棚に

ある食器類、書棚の本が落ちることがあ

る。座りの悪い置物の大半が倒れる。固

定していない家具が移動することがあり、

不安定なものは倒れることがある。

まれに窓ガラスが割れて落ちることがあ

る。電柱が揺れるのがわかる。道路に被害

が生じることがある｡

５強 
大半の人が、物につかまらないと歩くこと

が難しいなど、行動に支障を感じる。

棚にある食器類や書棚の本で、落ちるも

のが多くなる。テレビが台から落ちること

がある。固定していない家具が倒れること

がある。

窓ガラスが割れて落ちることがある。補強さ

れていないブロック塀が崩れることがある。

据付けが不十分な自動販売機が倒れるこ

とがある。自動車の運転が困難となり、停

止する車もある。

６弱 立っていることが困難になる。

固定していない家具の大半が移動し、倒

れるものもある｡ドアが開かなくなることが

ある｡

壁のタイルや窓ガラスが破損、落下するこ

とがある。

６強 

立っていることができず、はわないと動く

ことができない。

揺れにほんろうされ、動くこともできず、飛

ばされることもある。

固定していない家具のほとんどが移動し、

倒れるものが多くなる。

壁のタイルや窓ガラスが破損、落下する建

物が多くなる。補強されていないブロック塀

のほとんどが崩れる。

７ 
固定していない家具のほとんどが移動し

たり倒れたりし、飛ぶこともある｡

壁のタイルや窓ガラスが破損､落下する建

物がさらに多くなる。補強されているブロッ

ク塀も破損するものがある。
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● 木造建物（住宅）の状況 

震度

階級 

木造建物（住宅） 

耐震性が高い 耐震性が低い 

５弱 － 壁などに軽微なひび割れ・亀裂がみられることがある。 

５強 － 壁などにひび割れ・亀裂がみられることがある。 

６弱 壁などに軽微なひび割れ・亀裂がみられることがある。 

壁などのひび割れ・亀裂が多くなる。 

壁などに大きなひび割れ・亀裂が入ることがある。 

瓦が落下したり、建物が傾いたりすることがある。倒れるものも

ある。 

６強 壁などにひび割れ・亀裂がみられることがある。 
壁などに大きなひび割れ・亀裂が入るものが多くなる。 

傾くものや、倒れるものが多くなる。 

７ 
壁などのひび割れ・亀裂が多くなる。 

まれに傾くことがある。 
傾くものや、倒れるものがさらに多くなる。 

（注 1） 木造建物（住宅）の耐震性により２つに区分けした。耐震性は、建築年代の新しいものほど高い傾向があり、概ね昭和 56 年

（1981 年）以前は耐震性が低く、昭和 57 年（1982 年）以降には耐震性が高い傾向がある。しかし、構法の違いや壁の配置などに

より耐震性に幅があるため、必ずしも建築年代が古いというだけで耐震性の高低が決まるものではない。既存建築物の耐震性は、

耐震診断により把握することができる。 

（注 2） この表における木造の壁のひび割れ、亀裂、損壊は、土壁（割り竹下地）、モルタル仕上壁（ラス、金網下地を含む）を想定し

ている。下地の弱い壁は、建物の変形が少ない状況でも、モルタル等が剥離し、落下しやすくなる。 

（注 3） 木造建物の被害は、地震の際の地震動の周期や継続時間によって異なる。平成 20 年（2008 年）岩手・宮城内陸地震のように、

震度に比べ建物被害が少ない事例もある。 

 

 

● 鉄筋コンクリート造建物の状況 

震度

階級 

鉄筋コンクリート造建物 

耐震性が高い 耐震性が低い 

５強 － 
壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂が入ることが

ある。 

６弱 
壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂が入ることが

ある。 
壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂が多くなる。 

６強 壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂が多くなる。 

壁、梁（はり）、柱などの部材に、斜めや X 状のひび割れ・亀裂

がみられることがある。 

１階あるいは中間階の柱が崩れ、倒れるものがある。 

７ 

壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂がさらに多くな

る。 

1 階あるいは中間階が変形し、まれに傾くものがある。

壁、梁（はり）、柱などの部材に、斜めや X 状のひび割れ・亀裂

が多くなる。 

１階あるいは中間階の柱が崩れ、倒れるものが多くなる。 

（注1） 鉄筋コンクリート造建物では、建築年代の新しいものほど耐震性が高い傾向があり、概ね昭和56年（1981年）以前は耐震性

が低く、昭和 57 年（1982 年）以降は耐震性が高い傾向がある。しかし、構造形式や平面的、立面的な耐震壁の配置により耐震

性に幅があるため、必ずしも建築年代が古いというだけで耐震性の高低が決まるものではない。既存建築物の耐震性は、耐震

診断により把握することができる。 

（注 2） 鉄筋コンクリート造建物は、建物の主体構造に影響を受けていない場合でも、軽微なひび割れがみられることがある。 
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● 地盤・斜面等の状況 

震度

階級 
地盤の状況 斜面等の状況 

５弱 
亀裂※1や液状化※2が生じることがある。 落石や崖崩れが発生することがある。 

５強 

６弱 地割れが生じることがある。 崖崩れや地すべりが発生することがある。 

６強 
大きな地割れが生じることがある。 

崖崩れが多発し、大規模な地すべりや山体の崩壊が発生す

ることがある※3。 ７ 

※1 亀裂は、地割れと同じ現象であるが、ここでは規模の小さい地割れを亀裂として表記している。 

※2 地下水位が高い、ゆるい砂地盤では、液状化が発生することがある。液状化が進行すると、地面からの泥水の噴出や地

盤沈下が起こり、堤防や岸壁が壊れる、下水管やマンホールが浮き上がる、建物の土台が傾いたり壊れたりするなどの被

害が発生することがある。 

※3 大規模な地すべりや山体の崩壊等が発生した場合、地形等によっては天然ダムが形成されることがある。また、大量の

崩壊土砂が土石流化することもある。 

 
 
 
 
● ライフライン・インフラ等への影響 

ガス供給の停止 安全装置のあるガスメーター（マイコンメーター）では震度５弱程度以上の揺れで遮断装置が作動し、

ガスの供給を停止する。

さらに揺れが強い場合には、安全のため地域ブロック単位でガス供給が止まることがある※。 

断水、停電の発生 震度５弱程度以上の揺れがあった地域では、断水、停電が発生することがある※。 

 

鉄道の停止、高速道

路の規制等 

震度４程度以上の揺れがあった場合には、鉄道、高速道路などで、安全確認のため、運転見合わせ、速

度規制、通行規制が、各事業者の判断によって行われる。（安全確認のための基準は、事業者や地域に

よって異なる。） 

電話等通信の障害 地震災害の発生時、揺れの強い地域やその周辺の地域において、電話・インターネット等による安否確

認、見舞い、問合せが増加し、電話等がつながりにくい状況（ふくそう）が起こることがある。 

そのための対策として、震度６弱程度以上の揺れがあった地震などの災害の発生時に、通信事業者によ

り災害用伝言ダイヤルや災害用伝言板などの提供が行われる。 

エレベーターの停

止 

地震管制装置付きのエレベーターは、震度５弱程度以上の揺れがあった場合、安全のため自動停止する。

運転再開には、安全確認などのため、時間がかかることがある。 

※ 震度６強程度以上の揺れとなる地震があった場合には、広い地域で、ガス、水道、電気の供給が停止することがある。 
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運転再開には、安全確認などのため、時間がかかることがある。 

※ 震度６強程度以上の揺れとなる地震があった場合には、広い地域で、ガス、水道、電気の供給が停止することがある。 
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● 大規模構造物への影響 

長周期地震動※によ

る超高層ビルの揺

れ 

超高層ビルは固有周期が長いため、固有周期が短い一般の鉄筋コンクリート造建物に比べて地震時に作

用する力が相対的に小さくなる性質を持っている。しかし、長周期地震動に対しては、ゆっくりとした

揺れが長く続き、揺れが大きい場合には、固定の弱いＯＡ機器などが大きく移動し、人も固定している

ものにつかまらないと、同じ場所にいられない状況となる可能性がある。 

石油タンクのスロ

ッシング 

長周期地震動により石油タンクのスロッシング（タンク内溶液の液面が大きく揺れる現象）が発生し、

石油がタンクから溢れ出たり、火災などが発生したりすることがある。 

大規模空間を有す

る施設の天井等の

破損、脱落 

体育館、屋内プールなど大規模空間を有する施設では、建物の柱、壁など構造自体に大きな被害を生じ

ない程度の地震動でも、天井等が大きく揺れたりして、破損、脱落することがある。 

※ 規模の大きな地震が発生した場合、長周期の地震波が発生し、震源から離れた遠方まで到達して、平野部では地盤の固

有周期に応じて長周期の地震波が増幅され、継続時間も長くなることがある。 
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主主なな既既往往地地震震災災害害   
 

番

号 
西暦 日本暦  

地域名又

は震源名  

北緯  

東経  
規模  被害摘要  

１  869 
貞観 

11.5.26 
三陸沿岸   M8.3 

城郭・倉庫・門櫓・垣壁など崩れ落ち倒潰するもの無

数。津波が多賀城下を襲い溺死約１千。流光昼のごと

く隠映すという。三陸沖の巨大地震とみられる。［４］ 

２  
1611 

12･2 

慶長

16.10.28 

三陸沿岸及

び北海道東

岸 

39.0°  

144.4° 
M8.1 

三陸地方で強震。震害は軽く、津波の被害が大きか

った。伊達領内で死 1783、南部・津軽で人馬の死３千

余という。三陸沿岸で家屋の流出が多く、北海道東部

でも溺死が多かった。1933 年の三陸地震津波に似て

いる。［４］ 

３  
1616 

9.9 

元和 

 2. 7.28 
仙  台 

38.1°  

142.0° 
(M7) 

仙台城の石壁・櫓等破損。江戸で有感。津波を伴う？ 

４  
1646 

6.9 

正保 

 3. 4.26 

陸前・岩代・

下野 

38.1° 

140.65° 

(M6.5 

～6.7) 

仙台城・白石城で被害。会津で少々地割れ。日光東照宮

で石垣など破損。江戸でもかなり強かった。 

５  
1668 

8.28 

寛文 

 8. 7.21 
仙  台  (M5.9) 

仙台城の石垣崩れる。迫町で地割れ、家破損。江戸

で有感。 

６  
1678 

10.2 

延宝 

 6. 8.17 
陸中・出羽 

39.0°  

142.5° 
(M7.5) 

花巻で城の石垣崩れ、家屋も損壊、死１。白石城の石

垣崩れる。秋田・米沢で家屋に被害。 

７  
1717 

5.13 

享保 

 2. 4. 3 
仙台・花巻 

38.1/2°

142.1/2° 
(M7.5) 

仙台城の石垣崩れる。花巻で破損家屋多く、地割れ

や泥の噴出があった。津軽・角館・盛岡・江戸で有

感。 

８  
1731 

10.7 

享保 

16. 9. 7 
岩   代 

38.0°  

140.6° 
(M6.5) 

桑折で家屋 300余崩れ、橋84落ちる。白石城で被害。蔵

王の高湯や仙台でも被害が多かったという。 

９  
1736 

4.30 

元文 

 1. 3.20 
仙   台  (M6) 

仙台で城の石畳や澱橋など破損。余目・江戸で有

感。 

10 
1772 

6.3 

安永 

 1. 5. 3 
陸前・陸中 

39.35° 

141.9° 

(M6 

3/4) 

遠野・宮古・大槌・沢内で落石や山崩れ、死 12。花巻城で

所々破損、地割れあり。盛岡で家屋破損。江戸など有感。

1987 年１月９日の 地震に似ており、海岸近くのやや深い

地震の可能性がある。 

11 
1793 

2.17 

寛政 

 5. 1. 7 

陸前・陸中・

磐城 

38.5° 

144.5° 

(M8 ～ 

8.4) 

仙台封内で家屋損壊１千余、死 12。沿岸に津波が来

て、大槌・両石で流潰家 71、死９、気仙沼で流出家 

300 余。余震が多かった。震央はもっと陸寄りの可能

性もある。［２］ 

12 
1835 

7.20 

天保 

 6. 6.25 
仙  台 

38.5° 

142.5° 
(M7) 

仙台城で石垣崩れ、藩内で被害。岩手県藤沢町で石

垣崩れ、蔵の壁を損じた。津波があったとされるが、

疑問もある。［２］ 

13 
1855 

9.13 

安政 

 2. 8. 3 
陸  前 

38.1°  

142.0° 

(M7 

1/4) 

仙台で屋敷の石垣、堂寺の石塔・灯籠崩れる。山形県・

岩手県南部・新潟県分水町・常陸太田で有感。 

14 
1861 

10.21 

文久 

 1. 9.18 

陸中・陸前・

磐城 

38.55°  

141.15° 
M6.4 

陸前の遠田・志田・登米・桃生の各郡で特に被害が多

く、潰家・死傷があった。江戸・新潟県分水町・長野ま

で有感。 

15 
1896 

6･15 
明治 29 三陸沖  

39.1/2° 

144° 
M8 1/4 

「明治三陸地震津波」震害はない。津波が北海道より牡

鹿半島にいたる海岸に襲来し、死者は青森 343、宮城

3452、北海道６、岩手 18158 。家屋流失全半壊１万以

上、船の被害約７千。波高は、吉浜  24.4m、綾里

38.2m、田老 14.6m など。津波はハワイやカリフォルニ

アに達した。Ｍは津波を考慮したもの。［４］ 

16 
1897 

2.20 
明治 30 仙 台 沖 

38.1° 

141.9° 
M7.4 

岩手・山形・宮城・福島で小規模の被害。一ノ関で家

屋破損 72など ［０］ 

17 
1897 

8.5 
明治 30 仙 台 沖 

38.3° 

143.3° 
M7.7 

津波により三陸沿岸に小被害。津波の高さは盛町で

3m、釜石で 1.2m ［１］ 
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18 
1898 

4.23 
明治 31 宮城県沖  

38.6° 

142.0° 
M7.2 

岩手・宮城・福島・青森の各県で小被害。小津波があ

った。従来、岩手県沖とされていたもの。［－１］ 

19 
1900 

5.12 
明治 33 宮城県北部 

38.7° 

141.1° 
M7.0 

遠田郡で最も激しく、県全体で死傷 17、家屋全壊

44、半壊 48、破損 1474。 

20 
1933 

3.3 
昭和８ 三陸沖  

39.2° 

144.5° 
M8.1 

「三陸地震津波」震害は少なかった。津波が太平洋岸

を襲い、三陸沿岸で被害は甚大。死・不明 3064、家

屋流失 4034、倒壊 1817、浸水 4018。波高は綾里湾

で 28.7m にも達した。日本海溝付近で発生した巨大

な正断層型地震と考えられている。［３］ 

21 
1936 

11.3 
昭和 11 金華山沖  

38.2° 

142.1° 
M7.5 

福島・宮城両県で非住家全壊３、その他の小被害。小

津波があった ［－１］ 

22 
1956 

9.30 
昭和 31 宮城県南部 

38.0° 

140.6° 
M6.0 

白石付近で死１、非住家倒壊３、その他小被害があっ

た。 

23 
1962 

4.30 
昭和 37 宮城県北部 

38.7° 

141.1° 
M6.5 

「宮城県北部地震」瀬峯付近を中心とする径 40 ㎞の

範囲に被害が集中した。死３、住家全壊 340 、半壊

1114、橋梁・道路・鉄道に被害が多かった。 

24 
1978 

6.12 
昭和 53 宮城県沖  

38.2° 

142.2° 
M7.4 

「1978 年宮城県沖地震」被害は宮城県に多く、全体

で死28、傷1325、住家全壊1183、半壊5574、道路損

壊 888、山崖崩れ 529、新興開発地に被害が集中し

た。［－１］ 

25 
2003 

5.26 
平成 15 宮城県沖  

38.8° 

141.7° 
M7.1 

深さ約 70ｋｍのスラブ内地震、震央の位置から三陸南

地震とも呼ばれる。傷 174、住家全壊 2、半壊 21、震

源が深いため次の地震に比べ被害は少ない。 

26 
2003 

7.26 
平成 15 宮城県北部 

38.4° 

141.2° 
M6.4 

陸域の地殻内地震。同日に大きな前震 M5.6 と余震

M5.5 も起って連続地震とよばれた。M6 級だが浅く、

震源域に局所的に大きな被害がでた。傷 677、住家

全壊 1276、半壊 3809、3ヶ所で震度 6強を観測した。 

27 
2005 

8.16 
平成 17 宮城県沖 

38.1° 

142.3° 
M7.2 

プレート境界型の地震。宮城県を中心に、負傷者 

100名、住家全壊 1棟、一部破損 984棟などの被害が

報告されている。石巻市鮎川で 0.1ｍの津波を観測。 

地震調査委員会は「この地震は宮城県沖地震の想定

震源域の一部が破壊されたものの、地震規模が小さ

いことなどから、想定している宮城県沖地震ではない

と考えられる」と評価している。 

28 
2008 

6.14 
平成 20 

岩手県 

内陸南部 

39°01.7′ 

140°52.8′ 
M7.2 

「平成 20年（2008年）岩手・宮城内陸地震」 

逆断層型地殻内地震。M7.2（最大震度 6強）を記録。

死者 17人、行方不明者 6人、負傷者 426人、住家全

壊 30棟、半壊 146棟など。 

29 
2011 

3.11 
平成 23 三陸沖 

38°06.2′ 

142°51.6′ 
M9.0 

「平成 23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」 

逆断層型プレート間地震。マグニチュードは国内観

測史上最大規模の M9.0（最大震度 7）、地震に伴う津

波の高さは、最大で 9.3m 以上を記録。死者 19,765

人、行方不明者2,553人、負傷者6,242人、住家全壊

122,039 棟、半壊 283,698 棟、一部損壊 750,020 棟

（令和 5年 3月 9日現在）など、太平洋沿岸部を中心

に甚大な被害をもたらした。 

30 
2021 

2.13 
令和 3年 福島県沖 

37°43.7′ 

141°41.9′ 
M7.3 

逆断層型、太平洋プレート内部で発生。死者 3人、負

傷者187人、住家全壊144棟、半壊3,070棟、一部破

損 35,361棟など(令和 4年 11月 18日現在)。仙台港

で観測した津波の最大波は、0.1m。 

31 
2022 

3.16 
令和 4年 福島県沖 

37°41.8′ 

141°37.3′ 
M7.4 

逆断層型、太平洋プレート内部で発生。死者 4人、負

傷者252人、住家全壊224棟、半壊4,630棟、一部破

損 52,388棟など(令和 5年 3月 24日現在)。仙台港で

観測した津波の最大波は、0.2m。 
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  注１ 最新日本被害地震総覧(東京大学出版会：宇佐美龍夫)より抜粋（仙台市域及びその近郊に被害を与

えたもの及び被害を与えたと推定されるもの）。28以降は気象庁資料を編集。 

  注２ 規模欄 Ｍはマグニチュード、（ ）書はマグニチュードが幅をもって与えられている場合または資

料が不十分な場合 

  注３ 被害摘要欄 記事の最後の［ ］書は今村・飯田による津波の規模 
 

                       50cm以下（無被害）： -１ 

                       1m前後  ： 0 

                       2m前後  ： 1 

                        4～ 6m程度  ： 2 

                       10～20m程度  ： 3 

                       最大 30m以上  ： 4 

 

最大津波被害海岸での波高 
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１　月別の気温・相対湿度・平均風速（平年値）

相対湿度 平均風速

平均 最高 最低 (％) (m/s)

1月 2.0 5.6 -1.3 66 3.6

2月 2.4 6.5 -1.1 64 3.7

3月 5.5 10.0 1.4 61 3.8

4月 10.7 15.5 6.3 63 3.6

5月 15.6 20.2 11.7 70 3.2

6月 19.2 23.1 16.1 79 2.8

7月 22.9 26.6 20.2 83 2.5

8月 24.4 28.2 21.6 81 2.6

9月 21.2 25.0 18.0 78 2.9

10月 15.7 19.8 11.9 72 3.1

11月 9.8 14.1 5.6 68 3.2

12月 4.5 8.3 0.9 68 3.4

年 12.8 16.9 9.3 71 3.2

２　月別の風速（極値）

風速 (m/s) 風向 観測した日 風速 (m/s) 風向 観測した日

1月 19.9 西北西 1996. 1. 4 33.3 西南西 2002. 1. 5

2月 20.6 西北西 1997. 2.26 35.7 西北西 1994. 2.21

3月 24.0 西北西 1997. 3.11 41.2 西北西 1997. 3.11

4月 21.2 西北西 1954. 4.19 35.9 西北西 2005. 4. 8

5月 19.9 西 1956. 5. 6 28.6 西北西 1986. 5.25

6月 15.7 南 1984. 6. 9 25.5 南 2004. 6.21

7月 16.8 北西 1965. 7. 1 28.1 西北西 1985. 7. 1

8月 18.9 南南東 1982. 8. 2 29.3 南南東 1982. 8. 2

9月 21.1 南東 1994. 9.30 33.9 南東 1998. 9.16

10月 23.0 南南東 2018.10. 1 37.0 南東 2018.10. 1

11月 20.6 西北西 1995.11. 8 38.7 西北西 1987.11.24

12月 21.7 西南西 1957.12.13 34.3 西北西 1983.12. 1

年 24.0 西北西 1997. 3.11 41.2 西北西 1997. 3.11

出典：仙台管区気象台

平年値は、平成3 (1991) 年～令和2 (2020) 年の30年間の平均値。

月別の風速（極値）は、日最大風速が大正15 (1926) 年10月～令和4 (2022) 年3月、

日最大瞬間風速が昭和12 (1937) 年1月～令和5 (2023) 年3月の記録による。

仙仙台台市市のの気気象象概概況況

日最大瞬間風速

気　温 (℃)
年・月

年・月
日最大風速
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